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1　『1Q84』の作品世界を支える媒
メディエイター
介者・ふかえり
　深田絵里子は、個性あふれる人物が次々登場する『1Q84』1の中で
独特の存在感を発揮し、異彩を放っている。その理由は、何と言って
も彼女が異界と現実をつなぐ媒
メディエイター
介者として『1Q84』の物語世界の成
立に大きな役目を果たしている 2からである。ちなみに、安達クミも、
天吾にハシッシを勧め、ベッドを共にして異界へいざない、十歳の初
冬に小学校の教室で青豆に手を握られた瞬間をありありとよみがえら
せて媒
メディエイター
介者としての役割を果たしているが、彼女が媒
メディエイター
介者として機能
するのはこの場面に限られている。（深田絵里子は、戎野に「エリ」「エ
リ子」と呼ばれるほかは全編を通じて「ふかえり」と呼ばれているの
で、本稿でもこのニック・ネームを用いることとした）
　ふかえりは、『1Q84』において媒
メディエイター
介者として主に三つの役割を果た
している。その第一は、リトル・ピープルを呼び込むきっかけを作り
異界と現実世界を媒
メディエイト
介すること、第二は、『空気さなぎ』の語り手と
して物語世界と現実世界を媒
メディエイト
介すること、第三は、天吾と青豆を
媒
メディエイト
介して青豆の胎内に二人の間の子供を宿らせることである。以上
三つの役割を果たすふかえりは、『1Q84』の主要なプロットを成立さ
せると同時に、ストーリー展開の上でも非常に重要な役割を果たして
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いる。
　本稿では、主にふかえりの担う三つの役割をめぐって考察を進め、
媒
メディエイター
介者・ふかえりを起点として『1Q84』の物語世界を捉える一視点
としたい。
2　ふかえりはリトル・ピープルに出会い、『空気さなぎ』を語った
　ふかえりを媒
メディエイター
介者と認める第一の所以は、彼女が十歳のとき知らず
知らずリトル・ピープルを呼び込むきっかけを作り、異界と現実世界
を媒
メディエイト
介した点にある。『空気さなぎ』をふかえりの実体験と見てよい
なら、ふかえりが父母に別れも告げずたった一人で「さきがけ」から
脱出した理由は、空気さなぎを作り、そこから彼女のドウタを生み出
したリトル・ピープルの所業に「間違ったもの」を感じ取ったからで
ある。
　　 　そこには間違ったもの、正しくないものがある。大きく歪んだ
ものがある。それは自然に反したことだ。少女にはそれが分かる。
リトル・ピープルが何を求めているのかはわからない。しかし空
気さなぎの中に収まった自らの姿は、少女を戦慄させる。生きて
動いている自分の分身と一緒に暮らすなんて、そんなことはでき
ない。ここから逃げ出さなくては。それもできるだけ早く、ドウ
タが目を覚まさないうちに。空に浮かぶ月が二つになってしまわ
ないうちに。
（『1Q84』BOOK2新潮社 2009年 5月 413頁）
　父・深田保の親友である戎野のもとに身を寄せたふかえりは、戎野
の娘・アザミに自らの体験を語り『空気さなぎ』が生み出された。そ
して、天吾にリライトされた『空気さなぎ』は新人文学賞を受賞し、
多くの読者を得て、「反リトル・ピープル的モーメント」として機能し、
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世界の均衡を保つことに貢献した。
　ふかえりが本能的に「正しくない」と感じ、最も恐怖したのは、自
らの意志に反して分身が作られ、それがリトル・ピープルの意のまま
に利用され操られる事態であった。従来、村上春樹の作品世界には、
分身的存在や分身というイメージは数多く描かれてきた。英語圏で
“Trilogy of the Rat” と呼ばれる初期三部作『風の歌を聴け』（1979）『1973
年のピンボール』（1980）『羊をめぐる冒険』（1982）では、「鼠」は終
始「僕」の分身としてイメージされている。『ノルウェイの森』（1987）
では、玲子が直子の洋服のサイズと全く同じ、『ねじまき鳥クロニクル』
（1994～ 1995）では、加納クレタは岡田亨の妻・久美子と洋服のサイ
ズが全く同じで、玲子は直子の分身として「僕」と直子を、クレタは
久美子の分身として亨と久美子を媒
メディエイト
介する役割をそれぞれ果たしてい
た。『アフターダーク』（2004）でも、主人公のマリと姉のエリは、無
意識のうちに互いに影響し合い補い合う分身として描かれていた。
　しかし同じ分身と言っても、一人の人間が二つに分裂させられる状
況が描かれるときは、死に切迫するイメージ、あるいは個としての人
間存在の破滅を意味する危機的状況を表現していることが通例であ
る。たとえば、『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』（1985）
の「僕」は、「世界の終り」と名付けられた「街」の中に入る際、門
番にナイフで「影」を切り取られるが、地下室に閉じ込められた「影」
を救出して、何とか「世界の終り」から脱出しようとする。また、『ね
じまき鳥クロニクル』には、ハルハ河畔の皮剥ぎさながら、加納マル
タがワタヤ・ノボルに「汚される」─身体から意識を抜き取られ自
己を分裂させられる─凄惨な情景が描かれていた。
　村上春樹の物語の構想はつねに、分裂した、あるいは分裂させられ
た存在が「個」としてのあり方を回復しようとするところに救済を見
出して来た。したがって、何も知らずにリトル・ピープルが空気さな
ぎを作る手伝いをした十歳のふかえりが、自分の分身であるドウタが
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「生きて動いている」姿を目の当たりにすることに戦慄をおぼえて「さ
きがけ」から必死に脱出したのは、自己を分裂させられ損なわれる恐
怖から発した、まったく本能的な反応であったと言える。（『ねじまき
鳥クロニクル』などと同様『1Q84』においても、安田恭子の例のよ
うに「損なわれる」「失われる」という表現は自己分裂や自己喪失を
意味している）
　作者は、BOOK3第 18章に至って、天吾と小松が一連の事の真相
について話し合う場面を設定している。その場面で、小松が「俺たち
が目にしているふかえり」はドウタではないかという疑問を呈すると、
嵐の夜にふかえりと「一方的な奇妙な性交」をした天吾は、「わたし
にはセイリはない。だからニンシンするしんぱいはない」と言った彼
女の言葉を想起しながらも、そのときの実感を含めて、「ふかえりに
ははっきりとしたパーソナリティーがあります。独自の行動規範もあ
る。それは分身にはおそらく持てないものです」3と答えて、ふかえ
りがドウタではないことを小松（と読者）に納得させている。ここに
も、自己分裂の危機に直面したふかえりが自分が自分であることを守
ろうとした「はっきりとしたパーソナリティー」と「独自の行動規範」
を持つ個人であると言明されている。
　それなら、ふかえりがアザミに自分の体験を語って『空気さなぎ』
を書き取らせたことには、当初から「反リトル・ピープル的モーメン
ト」を世に送り出そうという意図が含まれていたと言えるのではない
だろうか。あるいは、少なくともふかえりは、空に月が二つ浮かぶ「自
然に反した」世界を招来してしまったことを悔い、なんとか「正しく
ない」状態を是正したいと願っていたと言えるだろう。彼女は、「さ
きがけ」に残したドウタがパシヴァとして機能し、レシヴァとなった
父・深田保とともにリトル・ピープルの声を聞く装置として利用され
ている状態に対抗するために『空気さなぎ』を語り、アザミが新人文
学賞に応募したり、天吾がリライトしたりするのに任せたのである。
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　また、戎野の策略で「少女作家失踪」を演じるため潜伏していたと
き、ふかえりが天吾にこっそり届けたメッセージの中には、「わたし
はショウセツカになるつもりはないしこれ以上なにかをかくつもりも
ない」4とある。この言葉からは、文学的野心はないが『空気さなぎ』
だけは世に送り出したかったという意志を読み取ることができ、やは
りふかえりは当初から『空気さなぎ』に、「反リトル・ピープル的モー
メント」としての機能を託していたと推測されるのである。
　しかしそれにしても、こうしたふかえりの内心がほとんど描写され
ていないのはなぜなのだろうか。BOOK2第 19章で、初めて『空気
さなぎ』を読んだ青豆は、「宿命的なまでに自分に近しいもの」5を感
じ取っている。それは、「さきがけ」で生い立ったふかえりの体験が「証
人会」の信者として育てられた青豆の生育環境と通底するからだろう。
では、作者は単に重複を避けるために、ふかえりの脱出劇をめぐる青
豆に類似した心理描写を省いたのだろうか。あるいは、多くの読者は、
ふかえりの心理描写がほとんどないのはディスレクシアのせいだと
思っているかもしれない。しかし、実際は話が逆で、作者はむしろ、ディ
スレクシアであり美少女であることを盾にして、ふかえりの内面を覆
い隠しているのではないだろうか。
　何のために？
　おそらく作者は、ふかえりの内面を描かないことによって、物語を
起動する媒
メディエイター
介者・ふかえりという存在をニュートラルに保持しておこ
うとしているのだろう。ふかえりは、作品世界の中心にいて物語を起
動し、ストーリーを展開させてゆく存在である。それは、従来の作品
における媒
メディエイター
介者─『羊をめぐる冒険』の「耳のガール・フレンド」
や羊男、『ダンス・ダンス・ダンス』（1988）のキキ、『ねじまき鳥ク
ロニクル』の加納マルタや本間さんなど─の描かれ方とほとんど同
じである。
　リトル・ピープルを呼び込むきっかけとなり空に月の二つ浮かぶ
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「1Q84」という異界を現出させ、『空気さなぎ』を書いて「反リトル・
ピープル的モーメント」として機能させ、最終章で青豆と天吾を結び
つける。これだけのはたらきをし遂げているふかえりは、その内面を
披歴することによって存在が確かなものとなる登場人物の一人ではな
い。媒
メディエイター
介者として、また物語世界のプロットを確立する主
プロモーター
催者、かつ
ストーリー展開を司る促
プロモーター
進者として機能するふかえりに内面描写はむ
しろ必要なく、彼女はその美しさと神秘的な雰囲気で十分読者を楽し
ませていると言えよう。
　ただ残念なのは、ディスレクシアとして描かれているために、意志
や感情が欠落しているように見え、物語を推
プ ロ モ ー ト
進する役目を終えると
─これも今までの媒
メディエイター
介者たちとまったく同じなのだが─物語の表
舞台から早々に姿を消してしまうことである。
3　ふかえりはなぜディスレクシアなのか
　それでは、ふかえりはなぜディスレクシアなのか？ふかえりがディ
スレクシアでなければならない理由は何なのか？
　ふかえりを媒
メディエイター
介者と認める第二の所以は、物語世界と現実世界を
媒
メディエイト
介する口承文芸の語り手であることである。そもそも『空気さなぎ』
は、ふかえりが語り、アザミが書き取ることによって成立した、口承
文芸と称すべき作品である。BOOK2第 19章で天吾がリライトした『空
気さなぎ』を読んだ青豆は、「十歳の少女が語る口語を模した文体で
書かれて」6いると述べ、「その文章には優れた音調のようなものが感
じられた。声に出して読まなくても、読者はそこに深い響きを聞き取
ることができた」7という。
　BOOK1第 4章で、作者は、天吾が初めてふかえりに会うために新
宿中村屋で彼女を待つ間 8、「呪術についての本」を天吾に読ませてい
る。その本について、「日本社会の中で呪いがどのような機能を果た
して来たかを論じている。呪いは古代のコミュニティーの中で重要な
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役割を演じてきた。社会システムの不備や矛盾を埋め、補完すること
が呪いの役目だった」と説明した後すぐに、約束の時刻に遅れて姿を
現したふかえりについて「まっすぐな黒い髪」を「少しのあいだ指で
はさんで梳
す
いて」いる「素敵な仕草」に「何かしら呪術的なものさえ
感じられた」と書いている。こうした描写は明らかに、ふかえりが霊
的なものにつながる存在であることを示唆しており、彼女が『1Q84』
において媒
メディエイター
介者として機能することを予告している。
　　 　わたしがいなくなってこまるかもしれない。でもわたしはショ
ウセツカになるつもりはないしこれ以上なにかをかくつもりもな
い。ギリヤークじんについてアザミにしらべてもらった。アザミ
はとしょかんにいってしらべた。ギリヤークじんはサハリンにす
んでいてアイヌやアメリカ・インディアンとおなじでジをもたな
い。キロクものこさない。わたしもおなじ。いったんジになると
それはわたしのはなしではなくなる。あなたはうまくそれをジに
かえたしだれもあなたのようにはうまくできなかったとおもう。
でもそれはもうわたしのはなしではない。でもしんぱいない。あ
なたのせいではない。ひろいドウロからはなれてあるいているだ
けだから。
（『1Q84』BOOK1新潮社 2009年 5月 535頁～ 536頁）
　
　これは、ふかえりが失踪を演じるため潜伏していたとき、天吾に向
けてカセットテープに吹き込んだメッセージの一部分である。ここで
ふかえりは、ディスレクシアである自分がギリヤーク人やアイヌやア
メリカ・インディアン同様「キロク」する「ジをもたない」こと、し
たがって『空気さなぎ』が「ひろいドウロからはなれてあるいている」
（＝前近代的な）口承文芸であること、天吾が『空気さなぎ』を「ジ
にかえた」ことで、目前の聞き手を対象とする前近代的口承文芸から
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不特定多数の読者を対象とする近代的小説に変貌したことを理解して
いたことが分かる。
　また、天吾が初めてふかえりに会ったとき 9、「どうしてショウセツ
をかく」か、というふかえりの質問に、天吾は「小説を書くとき、僕
は言葉を使って僕のまわりにある風景を、僕にとってより自然なもの
に置き換えていく。つまり再構成する。そうすることで、僕という人
間がこの世界に間違いなく存在していることを確かめる」と答え、ふ
かえりも「そのプロセスを」「作品として」「かたちにして残した」と
いう意味では同じことをしたのだと言うと、「ふかえりはきっぱりと
首を振っ」て、「かたちには興味がない」「かたちにはイミはない」と
否定する。この場面では、文字という「かたち」として残る「客観的
価値を持つ文学作品」をめぐる話題はこれ以上進展しないのだが、こ
こにはやはりふかえりが「キロク」する「ジをもたない」という自覚、
自ら口述した『空気さなぎ』がいわば前近代的な口承文芸であるとい
う自覚が読み取れるのである。
　しかしふかえりは、記録する文字を持たないディスレクシアである
からこそ、文章を音声として聞き覚える抜群の能力を持っている。彼
女がその圧倒的暗誦能力を発揮する場面は二回ある。一回目は、
BOOK1第 18章の新人賞受賞の記者会見で、好きな文学作品は何か
と聞かれて、『平家物語』の「判官都落ち」を「おおよそ五分」にわたっ
て暗唱したという場面、二回目は BOOK1第 20章で、天吾の部屋で『平
家物語』「壇ノ浦の合戦」の一節（単行本で 3頁 10にわたる 41行）
を暗誦する場面である。記者会見の場面には暗唱した部分の引用はな
いが、天吾の部屋で行われた暗唱には、まさしく青豆が『空気さなぎ』
に感じた音調が躍動している。
　　 　目を閉じて彼女の語る物語を聞いていると、まさに盲目の琵琶
法師の語りに耳を傾けているような趣があった。『平家物語』が
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もともとは口承の叙事詩であったことに、天吾はあらためて気づ
かされた。ふかえりの普段のしゃべり方は平板そのもので、アク
セントやイントネーションがほとんど聞き取れないのだが、物語
を語り始めると、その声は驚くほど力強く、また豊かにカラフル
になった。まるで何かが彼女に乗り移ったようにさえ思えた。
（『1Q84』BOOK1新潮社 2009年 5月 457頁～ 458頁）
　さて、村上春樹は 2015年 3月に、期間限定サイト『村上さんのと
ころ』11で、「最近、どんな本を読んでいますか」という質問 12を受
けて、「再読ですが」と断りつつ『神々の沈黙─意識の誕生と文明
の興亡』13という書名を挙げ、「分厚い本だけど、何度読んでもとて
も興味深い」と答えている。同書は、プリンストン大学で心理学教授
を務めたジュリアン・ジェインズの生涯唯一の著書である。（これ以降、
副題を省略し『神々の沈黙』と記す）初版は 1976年で、1990年に加
筆された「後記」を含めて 2005年 4月に邦訳が刊行されている。出
版時には様々な議論と批判を呼びながら、「20世紀で最も重要な著作
の一つ」と評された話題作である。
　『神々の沈黙』は、古代人が＜二分心＞（the Bicameral Mind）を持っ
ていたという仮説に基づいて書かれている。＜二分心＞とは、脳の右
半球が「神々の声」を聞き、脳の左半球が「人間として応接」する状
態のことだという。同書 132頁に掲載された、次頁左のイラストには、
「古代、ウェルニッケ野に相当する脳の右半球の領域は、訓戒的な経
験を統合して『声』に変え、左（優位）半球は前交連を通してこれを
『聞いて』いた」というキャプションが付されている。
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　右脳と左脳の対応と聞いて、村上作品でとっさに思い浮かぶのは、
『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』の奇数章の主人公
「私」が計算士として「洗いだし」を行う際、右脳と左脳が担う役割と、
上右のイラストである。
　　 　私は与えられた数値を右側の脳に入れ、まったく別の記号に転
換してから左側の脳に移し、左側の脳に移したものを最初とは
まったく違った数字としてとりだし、それをタイプ用紙にうちつ
けていくわけである。これが洗いだしだ。ごく簡単に言えばそう
いうことになる。転換のコードは計算士によってそれぞれに違う。
このコードが乱数表とまったく異なっている点はその図形性にあ
る。つまり右脳と左脳（これはもちろん便宜的な区分だ。決して
本当に左右にわかれているわけではない）の割れ方にキイが隠さ
れている。図にするとこういうことになる。
　　 　要するにこのギザギザの面をぴたりとあわせないことには、で
てきた数値をもとに戻すことは不可能である。
　　 （『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』
新潮社 1985年 6月 48頁～ 49頁）
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　前述のとおり『神々の沈黙』の初版は 1976年であり、村上が「何
度読んでもとても興味深い」と述べていることから、1985年刊行の『世
界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』執筆前に原書で読み、
右脳と左脳が別々の機能を持ち、右脳から左脳へ情報を送る「洗いだ
し」を行う計算士を造形するヒントになった可能性が感じられる。
　『1Q84』に関して言えば、古代人の右脳が「神々の声」を聞き、左
脳が盲目的に「神々の声」に従って生きる＜二分心＞の構造を持って
いたという仮説は、人間存在の原初のイメージ─リトル・ピープル
に侵入された人々が嬉々としてその言葉を聞き取り盲従しようとする
姿─として参照されていると言えよう。もちろん、「神々の声」を
聞く古代人の右脳はレシヴァとパシヴァに相当し、「神々の声」に盲
従する左脳は「さきがけ」の信者の生き方に投影しているとも言える。
　そして何より、生まれつきディスレクシアのふかえりという媒
メディエイター
介者
を造形する上で、『神々の沈黙』の、古代には「意識に先立って、幻
聴に基づいたまったく別の精神構造」14である＜二分心＞が存在して
いたという仮説や、「意識は＜二分心＞の崩壊後に初めて習得され
た」15という仮説は、大きなヒントになったのではないだろうか。な
ぜなら『神々の沈黙』では、意識が発生して人類が言語を持ち文字を
持つようになると、神の声は聞こえなくなり次第に＜二分心＞を失う
ことになったと考えており、神々の声が聞こえなくなった過渡期には
神占政治が行われ、沈黙した神々の声を聞き取る＜二分心＞の脳の生
き残りであるシャーマンが活躍したと考えているからである。
　日本のシャーマンは、「みこ」「いちこ」「いたこ」「ユタ」「口寄せ」
など、神仏や霊的存在を自らの身体に乗り移らせる「憑依型」（possession 
type）がほとんどだという。本節に引用した、『平家物語』を暗誦す
るふかえりがまるで「盲目の琵琶法師」が語るように見え、「まるで
何かが彼女に乗り移ったようにさえ思えた」というのは、ふかえりが、
まさしく平氏一門の死霊を憑依して語る琵琶法師のように天吾の前に
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現前したということである。
　『スプートニクの恋人』（1999）の「ぼく」は、小説家を目指すすみ
れに「物語というのはある意味では、この世のものではないんだ。本
当の物語にはこっち側とあっち側を結びつけるための、呪術的な洗礼
が必要とされる」16と述べているが、これは作者・村上春樹の物語観
と言えよう。『平家物語』を暗誦するふかえりの姿には、彼女が「こっ
ち側とあっち側を結びつける」─現実世界と物語世界を媒
メディエイト
介する
─語り手であるばかりでなく、盲目の琵琶法師同様、生死の境を越
え得る媒
メディエイター
介者でもあることが表現されている。
　そのために、ふかえりは霊的存在や異界との交信に非常に敏感な、
プリミティブな資質に近接するディスレクシアという障害を背負わさ
れているのである。ふかえりが『1Q84』の物語世界を支える媒
メディエイター
介者
でありシャーマンであるために、どうしても読字や言語表現に困難を
来たすディスレクシアという障害を持たなければならなかったのは、
多くの琵琶法師が盲目であるか視覚に重い障害を持つ代わりに敏感な
聴覚を持ち、死者の魂を憑依させ、死者の魂と共鳴して、聴衆の前に
物語を現前させた事情に酷似している。それは言語や意識の機能しな
いレベルにおいて発揮される、特殊な耳のはたらきなのである。
4　青豆と天吾を媒
メディエイト
介したふかえりの耳
　ふかえりを媒
メディエイター
介者と認める第三の所以は、天吾と青豆を媒
メディエイト
介して青
豆の胎内に二人の間の子供を宿らせたことである。
　『1Q84』BOOK2第 12章には、ふかえりの「小さな美しい耳」が登
場する 17。それは、「ついさっき作りあげられて、柔らかいブラシで
粉を払われたばかりのような、小振りなピンク色の一対の耳」であり、
「少なくとも天吾の目には」「現実の音を聞きとるためと言うよりは、
純粋に美的見地から作成された耳」のように見え、「彼女のむき出し
にされた耳と首筋は、ほかの女性のまるっきりの裸体を目の前にする
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のと同じくらい、彼の心を揺り動かし、深く戸惑わせた」と、その魅
力が描写されている。
　同章末尾で、天吾はふかえりに「猫の町」に行った「オハライ」を
勧められ、第 14章で─青豆がホテルオークラで深田保を殺害した
雷雨の夜に─天吾は、性欲を感じないままふかえりと性交する。こ
の性交の結果、青豆は天吾の子どもを妊娠する。天吾は、BOOK3第
30章で、青豆から天吾の子どもを身ごもっていると聞かされて、「完
全なトランス状態にあるように見えた」「ふかえりとの間にただ一度
もたれた奇妙な性行為の記憶」がよみがえり、ふかえりが天吾と青豆
を媒
メディエイト
介した結果、青豆に妊娠がもたらされたことを確信する。
　　 　そこにいたふかえりはおそらく通
﹅
過
﹅
す
﹅
る
﹅
も
﹅
の
﹅
だった。それがあ
の少女にそのとき与えられた役割だったのだ。自分自身を通路に
して天吾と青豆を結びつけること。限られた時間、物理的に二人
を連結させること。天吾はそれを知る。
（『1Q84』BOOK3新潮社 2010年 4月 578頁）
　BOOK2第 14章では、天吾と一緒にベッドに入ったふかえりの耳
について描写が続いている。「彼女の小さな美しい耳は相変わらず、
雷鳴のとどろきの中に何かを聞き取ろうとしているようだった」18「天
吾は電気時計の微かな緑色の光で、あるいはようやく光り始めた時折
の雷光を受けて、彼女の耳を目にすることができた。その耳は柔らか
な秘密の洞窟のように見えた」19など。こんな風にふかえりの耳に注
目させておいて、性交の場面においてふかえりの耳は、とうとう「自
分自身を通路にして天吾と青豆を結びつける」「通
﹅
過
﹅
す
﹅
る
﹅
も
﹅
の
﹅
」とし
ての女性性器に例えられる。
　　 彼女は脚を開いていたので、その奥に性器を目にすることができ
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た。耳と同じく、それはついさっき作られたばかりなのかもしれ
ない。できたばかりの耳と、できたばかりの女性性器はとてもよ
く似ている、と天吾は思った。それらは宙に向けて、注意深く何
かを聞き取ろうとしているみたいに見えた。たとえば遠くで鳴っ
ているかすかなベルの音のようなものを。
（『1Q84』BOOK2新潮社 2009年 5月 301頁～ 302頁）
　しかし、耳と女性性器が「とてもよく似ている」と言うのは、両者
の形状から言って、どうしても無理があるのではないだろうか。した
がって、ここで「とてもよく似ている」のは、「注意深く何かを聞き
取ろうとしている」─リトル・ピープルの動向を察知しようとして
いる─様子と、「通
﹅
過
﹅
す
﹅
る
﹅
も
﹅
の
﹅
」つまり媒
メディエイター
介者としての役割と言う
べきであろう。
　兵藤裕己は、『琵琶法師─＜異界＞を語る人びと』序章で、ラフ
カディオ・ハーン（小泉八雲）の『怪談（KWAIDAN）』（1940）の冒
頭にある『耳なし芳一の話』」を取り上げ、瀬戸内海周辺で採集され
た「耳切れ団
だん
一
いち
」や「耳なし地蔵の由来譚」との共通点が「耳を取ら
れた琵琶法師のもとへは、平家の死霊が二度とあらわれなくなるとい
う点」にあると確認し、「耳という聴覚器官が、琵琶法師とあの世の
ものとの交渉をささえていた」20と述べている。それは、「芳一がそ
うであるように、琵琶法師はふつう盲人」であったが、「耳からの刺
激は、からだの内部の聴覚器官を振動させる空気の波動」であり、「私
たちの内部に直接侵入してくるノイズは、視覚の統御をはなれれば、
意識主体としての『私』の輪郭さえあいまいにしかねない。そんな不
可視のざわめきのなかへみずからを開放し、共
シンクロナイズ
振させてゆくことが、
前近代の社会にあっては、＜異界＞とコンタクトする方法でもあった」
からだという。
　「通
﹅
過
﹅
す
﹅
る
﹅
も
﹅
の
﹅
」（＝媒
メディエイター
介者）であるふかえりの耳（＝女性性器）は、
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死霊に奪われた芳一の耳と同様に「あの世のものとの交渉をささえ」
る役割を果たしている。村上作品においては、『羊をめぐる冒険』の「耳
のガール・フレンド」をはじめとして、耳が媒
メディエイター
介者の象徴として描か
れることが圧倒的に多い 21が、耳のイメージが男女の間を媒
メディエイト
介して、
女性に妊娠をもたらす「通
﹅
過
﹅
す
﹅
る
﹅
も
﹅
の
﹅
」という役目を果したのは、初
めてのことである。
5　魂を照らし出すふかえり
　村上春樹の物語世界は、どんなに都会的な、ポスト・モダンと呼ば
れるのにふさわしい現代的な装いをまとっていても、その深淵には、
リトル・ピープルのような集合的無意識の闇が潜んでいる。そして、
ふかえりのようなプリミティブな霊力を発揮する媒
メディエイター
介者によって物語
が起動され、支えられている。とりわけ『1Q84』のふかえりは、リ
トル・ピープルがもっとも侵入しやすい人の心の中の「空白」を照ら
し出し、その人の心を原点に引き戻そうとする霊妙な力を発揮してい
る。
　　 おそらく何
﹅
か
﹅
が小さな隙間から入ってきて、彼の中にある空白を
満たそうとしているのだ。そんな気がした。それはふかえりが作
り出した空白ではない。天吾の中に元々あったものだ。彼女がそ
こに特殊な光をあてて、あらためて照らし出したのだ。
（BOOK1第 4章 92頁）
　　 そんな短い時間に、彼女は牛河という人間の魂の隅々までを見渡
し、その汚れと卑しさを正確に見抜き、無言の憐みをあたえ、そ
のまま姿を消したのだ。
　（BOOK3第 22章 464頁）
　ふかえりに会ったばかりの天吾は、自らのうちに普段自分でも気づ
18異文化
118
いていない「空白」─出生の秘密や孤独な成育歴から生じた心の虚
しさ─があることに気づかされ、牛河に至っては、初対面どころか
隠し撮りのカメラのファインダー越しに、魂の汚れと卑しさをすべて
見通されてしまう。ふかえりが美少女だというのなら、外見はもとよ
り、こうした魂の深さと澄明さにこそ美しさがあると言うべきではな
いだろうか。
　ふかえりは、『1Q84』において媒
メディエイター
介者として三つの重要な役割を果
たしているが、それ以上に、リトル・ピープルがこの世にもたらす災
厄にいち早く気づき、人の魂のありかに光を当てて、進むべき方向を
照らし出すという霊妙な役割も果たしているのである。
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呼ばれる心を持ち、右脳に囁かれる神々の声を強い幻聴として聞き、それに従っ
て生きるいわば自動人間であった。その後、意識が発生すると、神の声は聞こえ
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なった過渡期には、神占政治が行われシャーマンが活躍した。シャーマンは、沈
黙した神々の声を聞き取る＜二分心＞の脳の生き残りであった。現在でも、統合
失調症に見られる神々の声を聞き強烈に信じる能力こそ、古代人の思考の本質で
あった。
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